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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリパックを着脱可能に構成された装着部と、
　前記バッテリパックが前記装着部に装着されている場合に前記バッテリパックから供給
される電力によって作動する負荷部と、
　前記バッテリパックが前記装着部に装着された場合に前記バッテリパックと接続される
端子台と、
　前記端子台と前記負荷部とを電気的に接続させるための複数の電気配線と、
　を備え、
　前記端子台は、
　前記バッテリパックが前記装着部に装着された場合に前記バッテリパックの正極端子と
接続される端子であって、前記複数の電気配線のうち当該端子と前記負荷部とを電気的に
接続させるための正極側配線が接触される正極側配線接触部を有する正極接続端子と、
　前記バッテリパックが前記装着部に装着された場合に前記バッテリパックの負極端子と
接続される端子であって、前記複数の電気配線のうち当該端子と前記負荷部とを電気的に
接続させるための負極側配線が接触される負極側配線接触部を有する負極接続端子と、
　ねじを有し、前記正極側配線に対して前記正極側配線接触部に接触する方向へ前記ねじ
の締付力が作用することによりその締付力によって前記正極側配線が前記正極側配線接触
部に圧接された状態で固定された正極側配線固定部と、
　ねじを有し、前記負極側配線に対して前記負極側配線接触部に接触する方向へ前記ねじ
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の締付力が作用することによりその締付力によって前記負極側配線が前記負極側配線接触
部に圧接された状態で固定された負極側配線固定部と、
　を備え、
　前記正極側配線固定部は、
　前記正極側配線接触部が配置され且つ前記正極側配線が挿入される空間である正極側挿
入空間を内部に有し、前記正極側配線を前記正極側挿入空間に挿入させるための穴である
正極側挿入口が少なくとも１つ形成された正極側挿入部材と、
　前記正極側挿入部材に形成されたねじ挿入口に対して前記正極側挿入空間の外部から前
記正極側挿入空間へ挿入するように設けられる前記ねじである正極側ねじと、
　前記正極側挿入空間内に配置される板状の部材であって、その板面が前記正極側配線接
触部に対向するように配置され、前記正極側ねじの螺入に追従して前記正極側配線接触部
側へ移動するように構成された正極側押圧部材と、
　を有し、前記正極側押圧部材と前記正極側配線接触部との間に挿入された前記正極側配
線に前記正極側ねじの締付力が前記正極側押圧部材を介して作用することにより前記正極
側配線が前記正極側配線接触部に圧接されるように構成されており、
　前記負極側配線固定部は、
　前記負極側配線接触部が配置され且つ前記負極側配線が挿入される空間である負極側挿
入空間を内部に有し、前記負極側配線を前記負極側挿入空間に挿入させるための穴である
負極側挿入口が少なくとも１つ形成された負極側挿入部材と、
　前記負極側挿入部材に形成されたねじ挿入口に対して前記負極側挿入空間の外部から前
記負極側挿入空間へ挿入するように設けられる前記ねじである負極側ねじと、
　前記負極側挿入空間内に配置される板状の部材であって、その板面が前記負極側配線接
触部に対向するように配置され、前記負極側ねじの螺入に追従して前記負極側配線接触部
側へ移動するように構成された負極側押圧部材と、
　を有し、前記負極側押圧部材と前記負極側配線接触部との間に挿入された前記負極側配
線に前記負極側ねじの締付力が前記負極側押圧部材を介して作用することにより前記負極
側配線が前記負極側配線接触部に圧接されるように構成されている、
　電動作業機。
【請求項２】
　請求項１に記載の電動作業機であって、
　前記正極側挿入部材における、互いに同一平面上にない複数の側面に、それぞれ、前記
正極側挿入口が形成されており、
　前記正極側配線は、何れか１つの前記正極側挿入口に挿入されることによってその正極
側挿入口を介して前記正極側挿入空間へ挿入されている、
　電動作業機。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の電動作業機であって、
　前記負極側挿入部材における、互いに同一平面上にない複数の側面に、それぞれ、前記
負極側挿入口が形成されており、
　前記負極側配線は、何れか１つの前記負極側挿入口に挿入されることによってその負極
側挿入口を介して前記負極側挿入空間へ挿入されている、
　電動作業機。
【請求項４】
　請求項１～請求項３の何れか１項に記載の電動作業機であって、
　前記正極側配線及び前記負極側配線は、前記端子台における同一側面に形成された前記
正極側挿入口及び前記負極側挿入口にそれぞれ挿入されることにより、共に前記端子台か
ら同一方向へ延びるように敷設されている、
　電動作業機。
【請求項５】
　請求項４に記載の電動作業機であって、
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　中空状のハウジングを備え、
　前記ハウジングは、特定の軸線を略中心軸としてその軸線方向に延びるように形成され
て当該電動作業機の使用者により把持される把持部を含み、
　前記ハウジングにおける、前記把持部に対して前記軸線方向の端部に、前記装着部及び
前記端子台が設けられており、
　前記正極側配線及び前記負極側配線は、前記ハウジング内において前記端子台から前記
軸線方向における前記把持部側へ延びるように敷設されている、
　電動作業機。
【請求項６】
　請求項４に記載の電動作業機であって、
　前記負荷部としての、前記バッテリパックからの電力によって回転するモータを備え、
　前記正極側配線及び前記負極側配線は、前記端子台から前記モータの回転軸の軸線方向
へ延びるように敷設されている、
　電動作業機。
【請求項７】
　請求項１～請求項３の何れか１項に記載の電動作業機であって、
　前記正極側配線及び前記負極側配線は、前記端子台における異なる側面に形成された前
記正極側挿入口及び前記負極側挿入口にそれぞれ挿入されることにより、それぞれ前記端
子台から異なる方向へ延びるように敷設されている、
　電動作業機。
【請求項８】
　請求項７に記載の電動作業機であって、
　前記正極側配線は前記端子台における互いに平行な両側面のうち一方に形成された前記
正極側挿入口に挿入され、前記負極側配線は前記両側面のうち他方に形成された負極側挿
入口に挿入されることにより、前記正極側配線及び前記負極側配線は前記端子台からそれ
ぞれ１８０度反対の方向へ延びるように敷設されている、
　電動作業機。
【請求項９】
　請求項１～請求項６の何れか１項に記載の電動作業機であって、
　前記負荷部としての、前記正極側配線及び前記負極側配線が直接接続されて当該電動作
業機の動作を制御する制御ユニットが、前記端子台における特定の側面の一部領域と対向
するように設けられ、
　前記正極側配線及び前記負極側配線は、前記端子台において、前記特定の側面における
前記制御ユニットが対向しない領域に形成された前記正極側挿入口及び前記負極側挿入口
にそれぞれ挿入されることにより、共に前記端子台から同一方向へ延びるように敷設され
ている、
　電動作業機。
【請求項１０】
　請求項１～請求項８の何れか１項に記載の電動作業機であって、
　前記負荷部としての、前記正極側配線及び前記負極側配線が直接接続されて当該電動作
業機の動作を制御する制御ユニットが、前記端子台における特定の側面と対向するように
設けられ、
　前記正極側配線及び前記負極側配線は、前記端子台において、前記特定の側面とは異な
る１つの側面に形成された前記正極側挿入口及び前記負極側挿入口にそれぞれ挿入される
ことにより、それぞれ前記端子台から同一方向且つ前記特定の側面に平行な方向へ延びる
ように敷設されている、
　電動作業機。
【請求項１１】
　請求項１～請求項１０の何れか１項に記載の電動作業機であって、
　前記正極側挿入口及び前記負極側挿入口の少なくとも一つは、
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　挿入対象の電気配線が挿入される内部の挿入空間に向けて開口面積が徐々に小さくなる
ように形成されたテーパ部と、
　前記テーパ部における前記挿入空間側の端部から前記挿入空間に向けて連設された筒状
の配線保持部と、
　を備え、挿入対象の電気配線が前記テーパ部及び前記配線保持部を介して前記挿入空間
へ挿入されるように構成されている、
　電動作業機。
【請求項１２】
　請求項１～請求項１１の何れか１項に記載の電動作業機であって、
　前記端子台は、さらに、前記バッテリパックが前記装着部に装着された場合に前記バッ
テリパックに設けられた信号入出力用の端子と接続される信号接続端子を備え、
　前記複数の電気配線には、前記信号接続端子と前記負荷部とを電気的に接続させるため
の信号側配線が含まれ、
　前記信号側配線における、前記負荷部に接続される端部とは反対側の端部は、前記信号
接続端子の端部に形成された信号側配線接続部に対して挿抜自在に嵌合可能なリセプタク
ルに接続されており、
　前記リセプタクルが前記信号側配線接続部に嵌合されることによって前記信号側配線が
前記信号接続端子に接続されるように構成されている、
　電動作業機。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の電動作業機であって、
　前記信号側配線接続部は、前記正極側配線固定部と前記負極側配線固定部との間に配置
されている、電動作業機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、バッテリパックを着脱可能に構成された充電式の電動作業機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、工具本体にバッテリパックを装着することにより、工具本体の端子台
に設けられた端子とバッテリパック側の端子とが接続されてバッテリパックから工具本体
への電力供給が可能になるように構成された電動工具が開示されている。
【０００３】
　特許文献１に記載の電動工具のような、本体に対してバッテリパックを着脱可能に構成
された各種の電動作業機においては、通常、本体側の端子台の各端子に、バッテリパック
の電力を本体内へ供給するためのリード線が接続される。
【０００４】
　端子台の端子にリード線を接続する方法としては、リセプタクルを用いた接続方法が知
られている。具体的には、リード線をリセプタクルに圧着し、そのリセプタクルを端子台
の端子に嵌合させることで、リード線と端子台の端子とを電気的且つ機械的に接続する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－３７０１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　リセプタクルを用いた接続方法は、作業性が良いというメリットがあるが、電動作業機
の作動時に発生する振動や、作動時以外の各種取り扱い時の振動などによって、リセプタ
クルと端子との間で接触不良や摺動摩擦が生じ、これにより両者の接触抵抗が大きくなる



(5) JP 6789758 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

ことがある。
【０００７】
　接触抵抗が大きくなっても、バッテリパックから本体に供給される電流が小さければさ
ほど問題とはならないが、近年、電動作業機の大電力化により、バッテリパックから本体
に供給される電流が増大している。
【０００８】
　バッテリパックから本体へ供給される電流が大きくなればなるほど、リセプタクルと端
子との接触抵抗の影響が表面化する。具体的には、リセプタクルと端子との接触部分及び
その近傍の発熱が大きくなる。発熱が大きくなると、例えば、端子台を構成する樹脂部品
が溶解したり、端子台近傍の回路の動作に熱の影響を与えたりするおそれがある。
【０００９】
　本開示の一局面は、電動作業機における、バッテリパックが着脱される本体側の端子台
において、端子とリード線との電気的接続状態を安定的に維持できるようにすることが望
ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本開示の一局面の電動作業機は、バッテリパックを着脱可能に構成された装着部と、負
荷部と、端子台と、端子台と負荷部とを電気的に接続させるための複数の電気配線と、を
備える。負荷部は、バッテリパックが装着部に装着されている場合にバッテリパックから
供給される電力によって作動する。端子台は、バッテリパックが装着部に装着された場合
にバッテリパックと接続されるものであり、正極接続端子と、負極接続端子と、正極側配
線固定部と、負極側配線固定部とを備える。
【００１１】
　正極接続端子は、バッテリパックが装着部に装着された場合にバッテリパックの正極端
子と接続される端子であって、正極側配線接触部を有する。正極側配線接触部は、複数の
電気配線のうち正極接続端子と負荷部とを電気的に接続させるための正極側配線が接触さ
れる。
【００１２】
　負極接続端子は、バッテリパックが装着部に装着された場合にバッテリパックの負極端
子と接続される端子であって、負極側配線接触部を有する。負極側配線接触部は、複数の
電気配線のうち負極接続端子と負荷部とを電気的に接続させるための負極側配線が接触さ
れる。
【００１３】
　正極側配線固定部は、ねじを有し、正極側配線に対して正極側配線接触部に接触する方
向へねじの締付力が作用することによりその締付力によって正極側配線が正極側配線接触
部に圧接された状態で固定されるように構成されている。
【００１４】
　負極側配線固定部は、ねじを有し、負極側配線に対して負極側配線接触部に接触する方
向へねじの締付力が作用することによりその締付力によって負極側配線が負極側配線接触
部に圧接された状態で固定されるように構成されている。
【００１５】
　このような構成によれば、正極側配線は、正極側配線固定部において、ねじの締付力に
よって正極接続端子の正極側配線接触部に圧接されて固定される。負極側配線も同様に、
負極側配線固定部において、ねじの締付力によって負極接続端子の負極側配線接触部に圧
接されて固定される。そのため、電動作業機の使用時や取り扱い時などにおいて生じる振
動によらず、端子台の各接続端子とリード線との電気的接続状態を安定的に維持させるこ
とができる。
【００１６】
　正極側配線固定部及び負極側配線固定部は、次のように構成されていてもよい。即ち、
正極側配線固定部は、正極側挿入部材と、正極側ねじと、正極側押圧部材とを有していて
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もよい。
【００１７】
　正極側挿入部材は、正極側配線接触部が配置され且つ正極側配線が挿入される空間であ
る正極側挿入空間を内部に有し、正極側配線を正極側挿入空間に挿入させるための穴であ
る正極側挿入口が少なくとも１つ形成されている。正極側ねじは、正極側挿入部材に形成
されたねじ挿入口に対して正極側挿入空間の外部から正極側挿入空間へ挿入するように設
けられるねじである。正極側押圧部材は、正極側挿入空間内に配置される板状の部材であ
って、その板面が正極側配線接触部に対向するように配置され、正極側ねじの螺入に追従
して正極側配線接触部側へ移動するように構成されている。そして、正極側配線固定部は
、正極側押圧部材と正極側配線接触部との間に挿入された正極側配線に正極側ねじの締付
力が正極側押圧部材を介して作用することにより正極側配線が正極側配線接触部に圧接さ
れるように構成されている。
【００１８】
　なお、正極側ねじの螺入対象は種々考えられる。例えば、正極側挿入口がねじ溝付きの
ねじ穴として形成されていてそのねじ穴に正極側ねじが螺入される形態が考えられる。ま
た例えば、正極側押圧部材にねじ溝付きのねじ穴が形成されていて、正極側挿入口に挿入
された正極側ねじが正極側挿入空間内で正極側押圧部材に螺入される形態も考えられる。
もちろん、これらはあくまでも一例に過ぎない。後述する負極側ねじの螺入についても同
様である。
【００１９】
　負極側配線固定部も同様に、負極側挿入部材と、負極側ねじと、負極側押圧部材とを有
していてもよい。負極側挿入部材は、負極側配線接触部が配置され且つ負極側配線が挿入
される空間である負極側挿入空間を内部に有し、負極側配線を負極側挿入空間に挿入させ
るための穴である負極側挿入口が少なくとも１つ形成されている。負極側ねじは、負極側
挿入部材に形成されたねじ挿入口に対して負極側挿入空間の外部から負極側挿入空間へ挿
入するように設けられるねじである。負極側押圧部材は、負極側挿入空間内に配置される
板状の部材であって、その板面が負極側配線接触部に対向するように配置され、負極側ね
じの螺入に追従して負極側配線接触部側へ移動するように構成されている。そして、負極
側配線固定部は、負極側押圧部材と負極側配線接触部との間に挿入された負極側配線に負
極側ねじの締付力が負極側押圧部材を介して作用することにより負極側配線が負極側配線
接触部に圧接されるように構成されている。
【００２０】
　このような構成によれば、正極側配線及び負極側配線のいずれも、押圧部材を介してね
じの締付力を受けることによって配線接触部に圧接される。換言すれば、各配線は押圧部
材と配線接触部に挟まれた状態で固定される。そのため、端子台の各接続端子とリード線
との電気的接続状態をより安定的に維持させることができる。
【００２１】
　正極側挿入口は、正極側挿入部材において、互いに同一平面上にない複数の側面にそれ
ぞれ形成されていてもよい。そして、正極側配線は、それら複数の側面に形成された各正
極側挿入口のうち何れか１つに挿入されることによって、その正極側挿入口を介して正極
側挿入空間へ挿入されていてもよい。なお、正極側挿入口が形成される側面の数は、２つ
以上において適宜決めてもよい。
【００２２】
　また、負極側挿入口についても、負極側挿入部材において、互いに同一平面上にない複
数の側面にそれぞれ形成されていてもよい。そして、負極側配線は、それら複数の側面に
形成された各負極側挿入口のうち何れか１つに挿入されることによって、その負極側挿入
口を介して負極側挿入空間へ挿入されていてもよい。この場合も、負極側挿入口が形成さ
れる側面の数は、２つ以上において適宜決めてもよい。
【００２３】
　このような構成によれば、正極側挿入部材に対する正極側配線の挿入部位を、各々異な
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る側面に形成されている複数の正極側挿入口の中から選択することができる。負極側挿入
部材に対する負極側配線の挿入部位についても、各々異なる側面に形成されている複数の
負極側挿入口の中から選択することができる。
【００２４】
　そのため、端子台が搭載される電動作業機の機種に応じて、複数の挿入口のうちその機
種に合った挿入口を選択して電気配線を挿入することができ、端子台の汎用性を高めるこ
とができる。
【００２５】
　正極側配線及び負極側配線は、端子台における同一側面に形成された正極側挿入口及び
負極側挿入口にそれぞれ挿入されることにより、共に端子台から同一方向へ延びるように
敷設されていてもよい。ここで、「同一方向」とは、厳密な意味での同一の方向に限るも
のではなく、目的とする効果を奏するのであれば厳密に同一でなくてもよい。
【００２６】
　このような構成によれば、特に正極側配線と負極側配線の接続先が端子台から見てとも
に同じ方向に存在している場合に、各配線を効率的に敷設することができる。
　上記のように正極側配線及び負極側配線が端子台から同一方向へ延びるように敷設され
る電動作業機は、より具体的には次のような構成であってもよい。即ち、電動作業機は、
中空状のハウジングを備えていてもよい。そのハウジングは、特定の軸線を略中心軸とし
てその軸線方向に延びるように形成されて当該電動作業機の使用者により把持される把持
部を含み、ハウジングにおける、把持部に対して軸線方向の端部に、装着部及び端子台が
設けられていてもよい。そして、正極側配線及び負極側配線は、ハウジング内において、
端子台から、軸線方向における把持部側へ延びるように敷設されていてもよい。
【００２７】
　このような構成によれば、正極側配線及び負極側配線の接続先が、端子台から見て把持
部の軸線方向に存在している場合に、各配線を接続先まで効率的に敷設することができる
。
【００２８】
　また、正極側配線及び負極側配線が端子台から同一方向へ延びるように敷設される電動
作業機は、より具体的には次のような構成であってもよい。即ち、電動作業機は、負荷部
としての、バッテリパックからの電力によって回転するモータを備えていてもよい。そし
て、正極側配線及び負極側配線は、端子台から、モータの回転軸の軸線方向へ延びるよう
に敷設されていてもよい。
【００２９】
　このような構成によれば、特に、端子台がモータから見てその回転軸の軸線方向に存在
していて、正極側配線及び負極側配線の接続先が端子台から見てモータ側に存在している
場合に、各配線を接続先まで効率的に敷設することができる。
【００３０】
　正極側配線及び負極側配線は、端子台における異なる側面に形成された正極側挿入口及
び前記負極側挿入口にそれぞれ挿入されることにより、それぞれ端子台から異なる方向へ
延びるように敷設されていてもよい。
【００３１】
　このような構成によれば、特に正極側配線と負極側配線の接続先が端子台から異なる方
向に存在している場合に、各配線を効率的に敷設することができる。また、例えば、各配
線の接続先が端子台から見て同じ方向に存在しているものの、端子台におけるその接続先
が存在している方向側の側面から各配線を延ばすことができないような状況の場合であっ
ても、その側面とは異なる２つの側面のうち一方に正極側挿入口を形成して他方に負極側
挿入口を形成することで、各挿入口から各配線を延ばして最終的に同じ方向の接続先へ各
配線を敷設することができる。
【００３２】
　正極側配線及び負極側配線をそれぞれ端子台における異なる側面から異なる方向へ延び
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るように敷設する場合のより具体的な構成として、例えば、次のような構成を採用しても
よい。即ち、端子台における互いに平行な両側面のうち一方に正極側挿入口が形成されて
正極側配線が挿入され、両側面のうち他方に負極側挿入口が形成されて負極側配線が挿入
されることにより、正極側配線及び負極側配線が端子台からそれぞれ１８０度反対の方向
へ延びるように敷設されていてもよい。ここで、「１８０度反対」とは、厳密な意味で１
８０反対に限るものではなく、目的とする効果を奏するのであれば厳密に１８０度反対で
なくてもよい。
【００３３】
　このような構成によれば、特に正極側配線と負極側配線の接続先が端子台から見て１８
０度反対の方向に存在している場合に、各配線を効率的に敷設することができる。また例
えば、各配線を共に端子台の同じ側面から同一方向へ延ばすことが困難な状況の場合、各
々いったん１８０度反対の方向に配線を延ばし、そこから各々同一方向へ配線を延ばす、
という配線敷設方法を採用することができる。
【００３４】
　負荷部として、正極側配線及び負極側配線が直接接続されて当該電動作業機の動作を制
御する制御ユニットが、端子台における特定の側面の一部領域と対向するように設けられ
ていてもよい。その場合、正極側配線及び負極側配線は、端子台において、前記特定の側
面における制御ユニットが対向しない領域に形成された正極側挿入口及び負極側挿入口に
それぞれ挿入されることにより、共に端子台から同一方向へ延びるように敷設されていて
もよい。
【００３５】
　このような構成によれば、端子台における同じ側面であってしかも制御ユニットが対向
している側面から、正極側配線及び負極側配線を延ばして、接続先である制御ユニットま
で敷設することができる。そのため、正極側配線及び負極側配線を安定的且つ効率的に敷
設することができる。
【００３６】
　また、負荷部として上記の制御ユニットが、端子台における特定の側面と対向するよう
に設けられている場合、正極側配線及び負極側配線は、端子台において、前記特定の側面
とは異なる１つの側面に形成された正極側挿入口及び負極側挿入口にそれぞれ挿入される
ことにより、それぞれ端子台から同一方向且つ特定の側面に平行な方向へ延びるように敷
設されていてもよい。
【００３７】
　このような構成によれば、端子台における特定の側面から各配線を延ばすことが困難な
状況であっても、その特定の側面とは異なる側面から各配線を延ばして適切に敷設するこ
とができる。また、例えば、各配線の接続先がいずれも制御ユニットであるもののその制
御ユニットが対向している特定の側面からは各配線を延ばすことができない場合であって
も、いったんその特定の側面とは異なる側面から配線を延ばしてそこから各々制御ユニッ
トに向けて配線を敷設する、という配線敷設方法を採用することができる。
【００３８】
　特に、例えば特定の側面の全面が制御ユニットに対向しているような場合は、特定の側
面から各配線を出すのは難しいことが予想されるため、そのような場合に特に効果的であ
る。
【００３９】
　正極側挿入口及び負極側挿入口の少なくとも一つは、テーパ部と配線保持部とを備え、
挿入対象の電気配線がテーパ部及び配線保持部を介して挿入空間へ挿入されるように構成
されていてもよい。テーパ部は、挿入対象の電気配線が挿入される内部の挿入空間に向け
て開口面積が徐々に小さくなるように形成されている。配線保持部は、テーパ部における
挿入空間側の端部から挿入空間に向けて連設された筒状の部材である。
【００４０】
　このような構成によれば、正極側配線固定部及び負極側配線固定部の双方に対し、挿入
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対象の電気配線を、テーパ部を介して容易に挿入することができる。しかも、テーパ部を
介して挿入された電気配線を、配線保持部によって適切に保持することができる。電気配
線を配線保持部によって保持できることで、各配線と端子との電気的接続状態の安定性を
より高めることができる。
【００４１】
　なお、正極側挿入口が複数形成されている場合、その複数の全てを前述のテーパ部及び
配線保持部を備えた構成としてもよいし、１つ又は特定の複数の正極側挿入口のみ前述の
テーパ部及び配線保持部を備えた構成としてもよい。負極側挿入口についても同様である
。
【００４２】
　端子台は、さらに、信号接続端子を備えていてもよい。信号接続端子は、バッテリパッ
クが装着部に装着された場合にバッテリパックに設けられた信号入出力用の端子と接続さ
れる端子である。また、複数の電気配線には、信号接続端子と前記負荷部とを電気的に接
続させるための信号側配線が含まれていてもよい。そして、その信号側配線における、負
荷部に接続される端部とは反対側の端部は、信号接続端子の端部に形成された信号側配線
接続部に対して挿抜自在に嵌合可能なリセプタクルに接続され、そのリセプタクルが信号
側配線接続部に嵌合されることによって信号側配線が信号接続端子に接続されるように構
成されていてもよい。
【００４３】
　リセプタクルを用いた配線接続方法は、上記の正極側配線固定部及び負極側配線固定部
を用いた配線接続方法に対して比較的簡素な構成にて実現できる。また、信号側配線に流
れる電流の値は、通常、正極側配線及び負極側配線に流れる電流の値よりも小さく、配線
と端子との接触抵抗の増大に伴う課題は発生しにくい。
【００４４】
　そのため、信号側配線についてはリセプタクルを用いた接続方法を採用することで、正
極側配線、負極側配線及び信号側配線と端子台の各端子との接続を、端子台の大型化を抑
えつつ安定的且つ効率的に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】第１実施形態の電動作業機の側面図である。
【図２】第１実施形態の、機器本体からバッテリパックが取り外された状態の電動作業機
の部分斜視図である。
【図３】図３Ａは、バッテリパックが装着されていない状態の機器本体内部の一部構成を
示す説明図であり、図３Ｂは、バッテリパックが装着されている状態の機器本体内部の一
部構成を示す説明図である。
【図４】第１実施形態のバッテリパックの斜視図である。
【図５】第１実施形態の端子台の斜視図である。
【図６】第１実施形態の端子台の斜視図である。
【図７】第１実施形態の端子台の分解斜視図である。
【図８】図８Ａは、第１実施形態の端子台におけるｘｙ面の部分断面を示す図であり、図
８Ｂは、図８ＡにおけるＡ－Ａ断面図である。
【図９】図９Ａは、第１実施形態の端子台が半割ハウジングに装着される前の状態を示す
説明図であり、図９Ｂは、第１実施形態の端子台が半割ハウジングに装着された状態を示
す説明図である。
【図１０】第１実施形態の端子台であって各リード線が接続された状態を示す斜視図であ
る。
【図１１】図８ＡにおけるＢ－Ｂ断面図である。
【図１２】第１実施形態の端子台と制御ユニットの配置関係を示す説明図である。
【図１３】図１３Ａは、半割ハウジングの他の例を示す説明図であり、図１３Ｂは、図１
３Ａの半割ハウジングに第１実施形態の端子台が装着された状態を示す説明図である。
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【図１４】図１４Ａは、半割ハウジングのさらに他の例を示す説明図であり、図１４Ｂは
、図１４Ａの半割ハウジングに第１実施形態の端子台が装着された状態を示す説明図であ
る。
【図１５】第２実施形態の、正極リード線及び負極リード線が接続された状態の端子台を
示す斜視図である。
【図１６】第２実施形態の端子台と制御ユニットの配置関係を示す説明図である。
【図１７】端子台の他の構成例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　以下、本開示の実施形態について、図面を参照しながら説明する。
　［１．第１実施形態］
　（１－１）電動作業機の構成
　図１～図３に示すように、本実施形態の電動作業機１は、被加工材に対する穴開け作業
やネジの締め付け作業などを行うことが可能なドライバドリルとして構成されている。電
動作業機１は、図１に示すように、機器本体２と、バッテリパック３とを備える。電動作
業機１は、機器本体２に対してバッテリパック３を着脱可能である。電動作業機１におい
て、機器本体２内の各種の電気負荷は、機器本体２にバッテリパック３が装着されている
場合にバッテリパック３から電力供給を受けて動作できるように構成されている。
【００４７】
　機器本体２は、本体ハウジング４と、トリガ操作部１３と、チャック部１４とを備える
。本体ハウジング４は、左右半分ずつに分割された２つの半割ハウジング１１，１２を有
し、これら各半割ハウジング１１，１２が互いに対向するように組み付けられている。図
１は、各半割ハウジング１１，１２のうち右側の半割ハウジング１１が図示されており、
図１における右側の半割ハウジング１１のちょうど裏側に左側の半割ハウジング１２が存
在している。なお、図２には各半割ハウジング１１，１２の一部が図示され、図３には各
半割ハウジング１１，１２のうち左側の半割ハウジング１２の一部が図示されている。
【００４８】
　本体ハウジング４は、全体として中空状に形成されており、主に、モータ収容部５と、
グリップ部６と、の２つの部位を含む。モータ収容部５は、略円筒形状であり、内部には
電気負荷の１つであるモータＭが収容されている。モータ収容部５の内部におけるモータ
Ｍの前方には、モータＭの回転を減速してチャック部１４へ伝達するための減速機構が設
けられている。なお、本実施形態のモータＭは、例えばブラシレスモータである。ただし
、モータＭはブラシレスモータ以外の他のモータであってもよい。
【００４９】
　チャック部１４は、先端に、例えばドライバビットやドリルビットなどの各種の先端作
業具を装着可能に構成されている。モータＭが回転すると、その回転が減速機構を介して
チャック部１４に伝達され、これによりチャック部１４とともに先端作業具が回転する。
なお、モータＭの回転軸の軸心を含み且つその軸心に平行な仮想の直線を、モータ軸線５
６と定義する。
【００５０】
　グリップ部６は、電動作業機１の使用時に使用者により把持される部位であり、モータ
収容部５における、モータ軸線方向略中央部から、グリップ部軸線５７に沿って下方へ突
出するように延設されている。即ち、グリップ部６は、モータ収容部５から、グリップ部
軸線５７を略中心軸としてその軸線方向に延びるように形成されている。
【００５１】
　グリップ部６には、使用者がグリップ部６を把持しつつ指で操作するためのトリガ操作
部１３が設けられている。
　グリップ部６の下端には、バッテリパック３を装着させるためのバッテリ装着部７が設
けられている。バッテリパック３は、バッテリ装着部７に対して着脱可能に構成されてい
る。図２は、バッテリ装着部７からバッテリパック３が取り外された状態を示している。
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図２に示す状態から、バッテリ装着部７に対してバッテリパック３を機器本体２の前方か
ら後方へ、即ち図２における左方向へスライドさせることで、バッテリパック３をバッテ
リ装着部７に装着することができる。図１は、バッテリパック３がバッテリ装着部７に装
着された状態を示している。
【００５２】
　トリガ操作部１３は、モータＭを回転させる際に使用者により操作される。使用者がト
リガ操作部１３を引き操作すると、モータＭが駆動され、これにより先端作業具が回転駆
動される。
【００５３】
　端子台１５は、図７を用いて後述するように、正極接続端子２１と、負極接続端子２２
と、信号接続端子２３とを有する。図２には、正極接続端子２１の一部である正極側接続
板部２１ａと、負極接続端子２２の一部である負極側接続板部２２ａと、信号接続端子２
３の一部である信号側接続板部２３ａとが図示されている。また、図３Ａには、負極側接
続板部２２ａが図示されている。
【００５４】
　正極側接続板部２１ａ及び負極側接続板部２２ａは、いずれも、長方形状の板状の金属
部材である。図２は、正極側接続板部２１ａ及び負極側接続板部２２ａについて、図２の
紙面の略左右方向に長辺が延びている状態を図示している。
【００５５】
　ここで、端子台１５が有する各接続端子２１，２２，２３を基準とする、ｘｙｚ３軸の
方向を規定する。図２に示すように、図２における略左右方向、即ち正極側接続板部２１
ａ及び負極側接続板部２２ａの長辺方向の軸を、ｘ軸とする。また、正極側接続板部２１
ａの板面と負極側接続板部２２ａの板面とが対向する方向の軸を、ｙ軸とする。そして、
ｘ軸及びｙ軸に垂直な軸、即ち正極側接続板部２１ａ及び負極側接続板部２２ａの短辺方
向の軸を、図２以外の他の図に図示されているｘｙｚ３軸の方向も、図２と同様、端子台
１５を基準とした規定方向である。
【００５６】
　なお、図１において、グリップ部軸線５７はｚ軸に平行であるが、モータ軸線５６は、
厳密にはｘ軸方向と平行ではなく、ｘ軸方向に対して若干の角度をなしている。ただし、
モータ軸線５６とグリップ部軸線５７との関係は適宜設定してもよく、例えばこれら両者
が垂直な関係であってもよい。
【００５７】
　図３Ａに示すように、本体ハウジング４内において、端子台１５の上方、即ち端子台１
５から見てｚ軸方向上側（換言すればモータ収容部５側）には、制御ユニット７０が搭載
されている。制御ユニット７０は、バッテリパック３から端子台１５を介して供給される
電力によって作動し、モータＭの動作を含む、機器本体２内の各部の動作を制御する。使
用者によりトリガ操作部１３が引き操作されると、制御ユニット７０は、モータＭへの通
電を行うことによりモータＭを回転させる。
【００５８】
　制御ユニット７０は、全体として略直方体状の形状である。制御ユニット７０の各側面
のうち、ｚ軸方向下側の側面である下面７０ａは、端子台１５の各側面のうちｚ軸方向上
側の側面である端子台上面１５ａに対して平行であり、且つ近接している。つまり、端子
台１５の端子台上面１５ａにおける大部分の領域は、制御ユニット７０の下面７０ａと対
向している。
【００５９】
　ただし、端子台上面１５ａの全面が制御ユニット７０の下面７０ａに対向しているわけ
ではなく、本実施形態では、端子台上面１５ａのうち少なくとも、ｘ軸方向後端側の一部
領域は制御ユニット７０の下面７０ａと対向していない。この下面７０ａと対向していな
い領域からは、図１２Ａ及び図１２Ｂを用いて後述するように、複数のリード線７１，７
２，７３が延びている。
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【００６０】
　なお、図３Ａ、図３Ｂにおいて、７０ｂは、制御ユニット７０の各側面のうちｚ軸方向
上側の側面である上面であり、７０ｃは、制御ユニット７０の各側面のうちｘ軸方向後端
側の側面である後端面である。また、図３Ａは、本体ハウジング４のバッテリ装着部７か
らバッテリパック３が取り外されている状態を示し、図３Ｂは、本体ハウジング４のバッ
テリ装着部７にバッテリパック３が装着されている状態を示している。
【００６１】
　次に、バッテリパック３の構成について、図４を用いて説明する。なお、図４に示して
いるｘｙｚ各軸の方向は、バッテリパック３が機器本体２に装着されてバッテリパック３
に端子台１５の各接続板部２１ａ，２２ａ，２３ａが挿入されていると仮定した場合にお
ける、端子台１５を基準とした、前述の規定方向である。
【００６２】
　バッテリパック３は、図４に示すように、本体部２０２と、カバー部２０１とを備える
。カバー部２０１は、本体部２０２に対して所定の固定手段によって固定されている。本
実施形態では例えば複数のねじによってねじ締め固定されている。固定手段による固定状
態を解除すると、本体部２０２からカバー部２０１を取り外すことができる。
【００６３】
　バッテリパック３の内部には、バッテリと、制御基板とが設けられている。本実施形態
のバッテリは、例えば、繰り返し充放電可能な２次電池であり、より具体的には例えばリ
チウムイオン２次電池である。但し、バッテリは、リチウムイオン２次電池以外の他の２
次電池であってもよいし、１次電池であってもよい。
【００６４】
　制御基板には、バッテリの充電及び放電を制御するための各種回路が形成されている。
また、制御基板には、正極端子２１６、負極端子２１７、及び信号端子２１８が設けられ
ている。正極端子２１６は、バッテリの正極に接続される端子であり、負極端子２１７は
、バッテリの負極に接続される端子である。信号端子２１８は、バッテリパック３内の制
御基板と機器本体２内の制御ユニット７０との間で信号を送受信するための端子である。
制御基板で生成される、機器本体２への送信用の信号は、信号端子２１８から機器本体２
へ出力される。機器本体２で生成される、バッテリパック３への送信用の信号は、信号端
子２１８から入力される。
【００６５】
　正極端子２１６、負極端子２１７、及び信号端子２１８は、いずれも、ｙ軸方向に対向
するように設けられた２つの接点を有する。バッテリパック３を機器本体２に装着すると
、これら２つの接点の間に、端子台１５における対応する接続板部が挿入される。接続板
部が挿入されると、接続板部の両面に各接点が接触した状態となり、これにより、接続板
部と各接点とが電気的にも接続された状態となる。
【００６６】
　図４に示すように、カバー部２０１には、その上部におけるｙ軸方向両側面側に、それ
ぞれスライドガイド部２０５が形成されている。各スライドガイド部２０５は、ｘ軸方向
に沿って一定長に渡って形成されている。機器本体２のバッテリ装着部７には、各スライ
ドガイド部２０５を挿入させるための一定長の挿入溝（不図示）がｘ軸方向に沿って形成
されている。
【００６７】
　また、カバー部２０１には、操作部２０３及びフック部２０４が設けられている。操作
部２０３及びフック部２０４は一体的に形成されており、不図示の弾性部材（例えばバネ
）によってｚ軸方向上側（図４における上方向）へ付勢されている。操作部２０３は、使
用者によって押し操作される部材である。図４に示す状態のバッテリパック３に対し、使
用者が操作部２０３をｚ軸方向下側に押し操作すると、それに伴ってフック部２０４もｚ
軸方向下側に移動する。
【００６８】
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　また、カバー部２０１には、正極挿入溝２１１、負極挿入溝２１２、及び信号挿入溝２
１３が、それぞれ、ｘ軸方向に沿って形成されている。
　正極挿入溝２１１は、端子台１５の正極側接続板部２１ａを挿入させるための溝であり
、負極挿入溝２１２は、端子台１５の負極側接続板部２２ａを挿入させるための溝であり
、信号挿入溝２１３は、端子台１５の信号側接続板部２３ａを挿入させるための溝である
。
【００６９】
　正極挿入溝２１１内におけるｙ軸方向の両壁は開口しており、その開口部分から正極端
子２１６の一部が露出した状態となっている。負極挿入溝２１２についても、その溝内に
おけるｙ軸方向の両壁は開口しており、その開口部分から負極端子２１７の一部が露出し
た状態となっている。信号挿入溝２１３についても、その溝内におけるｙ軸方向の両壁は
開口しており、その開口部分から信号端子２１８の一部が露出した状態となっている。
【００７０】
　このように構成されたバッテリパック３を機器本体２に装着する際は、バッテリパック
３を機器本体２のバッテリ装着部７に対してｘ軸方向に移動させながら各スライドガイド
部２０５をバッテリ装着部７の各挿入溝に挿入していくことにより行われる。具体的に、
図２に示した状態からバッテリパック３を装着する場合は、バッテリパック３の各スライ
ドガイド部２０５がバッテリ装着部７の各挿入溝に入るように双方の位置を合わせた状態
で、バッテリパック３をｘ軸方向へスライドさせていく。すると、バッテリパック３の各
スライドガイド部２０５がバッテリ装着部７の各挿入溝に挿入されていく。そして、所定
の装着位置まで挿入が進むと、挿入が停止され、バッテリパック３のフック部２０４がバ
ッテリ装着部７の係止溝に嵌って、装着が完了した状態となる。
【００７１】
　バッテリパック３を機器本体２に装着する過程では、端子台１５の各接続板部２１ａ，
２２ａ，２３ａが、それぞれ、バッテリパック３における対応する各挿入溝２１１、２１
２、２１３に対して、図４における左から右へｘ軸方向に挿入されていく。そして、装着
が完了した状態では、各接続板部２１ａ，２２ａ，２３ａはいずれも、その大部分が対応
する各挿入溝２１１、２１２、２１３に挿入された状態となり、且つ、各接続板部２１ａ
，２２ａ，２３ａはいずれも、バッテリパック３側の対応する各端子２１６，２１７，２
１８と接続された状態となる。
【００７２】
　バッテリパック３を機器本体２から取り外す際は、バッテリパック３の操作部２０３を
押し操作してフック部２０４とバッテリ装着部７との係合を解除させた状態で、バッテリ
パック３を装着時と逆方向にスライドさせることにより、取り外すことができる。
【００７３】
　（１－２）端子台の構成
　端子台１５の構成について、図５、図６、図７、図８Ａ、図８Ｂ、図１０及び図１１を
用いてより詳しく説明する。なお、図１０及び図１１は、端子台１５に各リード線７１，
７２，７３が接続されている状態を図示している。
【００７４】
　端子台１５は、図７に示すように、端子保持部材１６と、正極接続端子２１と、負極接
続端子２２と、信号接続端子２３とを備える。これら各接続端子２１，２２，２３はいず
れも金属製の導体である。
【００７５】
　正極接続端子２１は、バッテリパック３がバッテリ装着部７に装着された場合にバッテ
リパック３の正極端子２１６と接続される端子である。正極接続端子２１は、正極側接続
板部２１ａと、正極側連接部２１ｂと、正極側配線接触部２１ｃとを有し、これらが一体
的に形成されている。なお、図５、図６、図７、図８Ａには、正極側接続板部２１ａが図
示されている。また、図７及び図８Ａには、正極側連接部２１ｂが図示されている。また
、図７、図８Ａ及び図８Ｂには、正極側配線接触部２１ｃが図示されている。
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【００７６】
　正極側接続板部２１ａは、バッテリパック３がバッテリ装着部７に装着された場合にバ
ッテリパック３の正極端子２１６が接触する、長方形状の板状の部材である。
　図７及び図８Ａに示すように、正極側接続板部２１ａにおけるｘ軸方向両短辺側のうち
一方の短辺側から、正極側連接部２１ｂが延設されている。さらに、その正極側連接部２
１ｂの端部から、板状の正極側配線接触部２１ｃが延設されている。正極側配線接触部２
１ｃには、後述するように正極リード線７１が接続される。正極リード線７１は、バッテ
リパック３の正極端子２１６と制御ユニット７０とを電気的に接続するための電気配線で
ある。
【００７７】
　負極接続端子２２は、バッテリパック３がバッテリ装着部７に装着された場合にバッテ
リパック３の負極端子２１７と接続される端子である。負極接続端子２２は、負極側接続
板部２２ａと、負極側連接部２２ｂと、負極側配線接触部２２ｃとを有し、これらが一体
的に形成されている。なお、図６及び図７には、負極側接続板部２２ａが図示されている
。また、図７及び図１１には、負極側連接部２２ｂが図示されている。また、図７には負
極側配線接触部２２ｃが図示されている。
【００７８】
　負極側接続板部２２ａは、バッテリパック３がバッテリ装着部７に装着された場合にバ
ッテリパック３の負極端子２１７が接触する、長方形状の板状の部材である。
　図７に示すように、負極側接続板部２２ａにおけるｘ軸方向両短辺側のうち一方の短辺
側から、負極側連接部２２ｂが延設されている。さらに、その負極側連接部２２ｂの端部
から、板状の負極側配線接触部２２ｃが延設されている。負極側配線接触部２２ｃには、
後述するように負極リード線７２が接続される。負極リード線７２は、バッテリパック３
の負極端子２１７と制御ユニット７０とを電気的に接続するための電気配線である。
【００７９】
　信号接続端子２３は、バッテリパック３がバッテリ装着部７に装着された場合にバッテ
リパック３の信号端子２１８と接続される端子である。信号接続端子２３は、信号側接続
板部２３ａと、信号側連接部２３ｂと、信号側配線接続部２３ｃとを有し、これらが一体
的に形成されている。なお、図６及び図７には、信号側接続板部２３ａが図示されている
。また、図７、図８Ａ及び図８Ｂには、信号側連接部２３ｂが図示されている。また、図
５、図７及び図８Ａには、信号側配線接続部２３ｃが図示されている。
【００８０】
　信号側接続板部２３ａは、バッテリパック３がバッテリ装着部７に装着された場合にバ
ッテリパック３の信号端子２１８が接触する板状の部材である。
　図７及び図８Ａに示すように、信号側接続板部２３ａから、信号側連接部２３ｂが延設
されている。さらに、その信号側連接部２３ｂの端部から、信号側配線接続部２３ｃが延
設されている。信号側配線接続部２３ｃには、後述するように信号用リード線７３が接続
される。
【００８１】
　正極接続端子２１、負極接続端子２２及び信号接続端子２３は、端子保持部材１６によ
って保持されている。端子保持部材１６は、全体として、樹脂を含む絶縁性の部材によっ
て一体形成されている。端子保持部材１６は、中間保持部２７を有する。この中間保持部
２７においては、主として、各接続端子２１～２３における各連接部２１ｂ，２２ｂ，２
３ｂが保持されている。正極側接続板部２１ａ、負極側接続板部２２ａ及び信号側接続板
部２３ａは、端子保持部材１６の接続板配置領域２０に配置されている。
【００８２】
　また、端子保持部材１６の外周４辺には、図５～図７に示すように、第１リブ５１、第
２リブ５２、第３リブ５３、及び第４リブ５４が形成されている。これら各リブ５１，５
２，５３，５４は、本体ハウジング４に対して端子台１５を位置決め固定するために形成
されている。本体ハウジング４におけるグリップ部６の下端には、端子台１５の各リブ５
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１，５２，５３，５４を係合させるための係合溝が形成されており、各リブ５１，５２，
５３，５４がそれぞれ対応する係合溝に係合することで、端子台１５が本体ハウジング４
に対して位置決め固定される。
【００８３】
　具体的に、図９Ａに示すように、本体ハウジング４を構成する２つの半割ハウジング１
１，１２のうち左側の半割ハウジング１２には、第１係合溝６１と、第２係合溝６２と、
第３係合溝６３とが形成されている。そして、第１係合溝６１に端子台１５の第１リブ５
１が係合され、第２係合溝６２に端子台１５の第２リブ５２が係合され、第３係合溝６３
に端子台１５の第４リブ５４が係合することで、図９Ｂに示すように、半割ハウジング１
２に対して端子台１５が位置決め固定される。
【００８４】
　なお、図示は省略したが、右側の半割ハウジング１１においても、第２リブ５２が係合
される係合溝と、第３リブ５３が係合される係合溝と、第４リブ５４が係合される係合溝
が形成されており、これら各係合溝にそれぞれ対応するリブが係合される。これにより、
端子台１５は、各半割ハウジング１１，１２に対して、即ち本体ハウジング４に対して、
位置決め固定される。
【００８５】
　また、端子台１５は、正極側配線固定部３０と、負極側配線固定部４０とを備える。正
極側配線固定部３０は、端子保持部材１６における正極側配置領域１７に配置され、負極
側配線固定部４０は、端子保持部材１６における負極側配置領域１８に配置される。
【００８６】
　正極側配線固定部３０と負極側配線固定部４０とは、図５及び図７に示すように、連結
板２５によって互いに連結されることにより、全体として１つの部品として構成されてい
る。
【００８７】
　図７に示すように、端子保持部材１６において、正極側配置領域１７及び負極側配置領
域１８には、それぞれ係合爪１７ａ，１８ａが設けられている。一方、各配線固定部３０
，４０を連結している連結板２５には、上記の各係合爪１７ａ，１８ａを係合させるため
の２つの係合穴２６が形成されている。各配線固定部３０，４０を端子保持部材１６にお
ける対応する配置領域１７，１８へｘ軸方向に挿入し、各係合爪１７ａ，１８ａが連結板
２５の各係合穴２６に係合するまで挿入を進めると、各配置領域１７，１８に対する各配
線固定部３０，４０の配置が完了し、図５に示すような状態となる。
【００８８】
　正極側配線固定部３０は、正極側挿入部材３１と、正極側ねじ３４と、正極側押圧部材
３６とを有する。
　正極側挿入部材３１は、一部側面を有しないものの全体として略直方体形状の中空の部
材である。正極側挿入部材３１は、中空の領域である正極側挿入空間３２を有する。この
正極側挿入空間３２には、正極接続端子２１の正極側配線接触部２１ｃが配置され、且つ
正極リード線７１が挿入される。なお、正極側配線接触部２１ｃは、端子保持部材１６の
正極側配置領域１７内に形成された正極固定溝１６ａに挿入されることによって、端子保
持部材１６に対して位置決め固定される。
【００８９】
　正極側挿入部材３１のｚ軸方向上方側の側面には、正極リード線７１を正極側挿入空間
３２に挿入させるための穴である正極側挿入口３５が形成されている。正極リード線７１
は、この正極側挿入口３５から挿入されて正極側挿入空間３２へ挿入される。
【００９０】
　正極側挿入口３５は、より詳しくは、図８Ｂに示すように、テーパ部３５ｂと、リード
線保持部３５ａとを有する。テーパ部３５ｂは、正極側挿入空間３２に向けて開口面積が
徐々に小さくなるよう、内壁がテーパ状に形成された部位である。リード線保持部３５ａ
は、テーパ部３５ｂにおける正極側挿入空間３２側の端部から正極側挿入空間３２に向け
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て連設された筒状の部位である。正極リード線７１は、テーパ部３５ｂに挿入され、リー
ド線保持部３５ａを介して、正極側挿入空間３２内に挿入される。
【００９１】
　正極側挿入部材３１のｘ軸方向後方側の側面には、ねじ挿入口３３が形成されている。
このねじ挿入口３３には、ｘ軸方向後方側から、正極側ねじ３４が挿入される。これによ
り、正極側ねじ３４のねじ軸は、正極側挿入空間３２内に位置するようになる。ねじ挿入
口３３は、正極側ねじ３４のねじ軸の挿入は可能であるものの、正極側ねじ３４のねじ頭
は正極側挿入空間３２内に挿入されないように形成されている。
【００９２】
　なお、ねじ挿入口３３は、正極側ねじ３４に合わせてねじ溝が形成されてそのねじ溝に
正極側ねじ３４が螺入されるように形成されていてもよいが、本実施形態では、ねじ溝は
なく単に正極側ねじ３４を挿入させることができるように形成されている。後述する負極
側配線固定部４０のねじ挿入口４３も同様である。
【００９３】
　正極側押圧部材３６は、略正方形状の板状の部材であって、正極側挿入空間３２内に配
置される。正極側押圧部材３６の材質は、本実施形態では導電性の金属であるが、これは
あくまでも一例である。
【００９４】
　図８Ａ及び図８Ｂに示すように、正極側押圧部材３６は、板面が正極側配線接触部２１
ｃの板面に対向するように配置される。正極側押圧部材３６の板面における略中央部には
、正極側押圧部材３６をｘ軸方向に貫通するようにねじ穴が形成されている。正極側押圧
部材３６のねじ穴には、ねじ挿入口３３から挿入された正極側ねじ３４が螺入される。
【００９５】
　正極側挿入空間３２のｙｚ面の断面形状は、正極側押圧部材３６の板面形状と同じく略
正方形状であり、断面面積は正極側押圧部材３６の板面の面積よりも若干大きい程度であ
る。そのため、正極側押圧部材３６は、正極側挿入空間３２内において、ねじ穴の軸を回
転軸とした回転が規制される。つまり、正極側押圧部材３６は、正極側挿入部材３１の内
壁によって、ｙｚ面を回転面とする回転が規制される。
【００９６】
　一方、正極側押圧部材３６は、正極側挿入空間３２内において、ｘ軸方向への移動は許
容される。そのため、ねじ挿入口３３から挿入された正極側ねじ３４が正極側押圧部材３
６に螺入された状態で、正極側ねじ３４の螺入を進めていくと、その螺入に追従して、正
極側押圧部材３６がｘ軸方向後方側へ移動していく。つまり、正極側ねじ３４の螺入を進
めていくと、正極側押圧部材３６は、正極側挿入空間３２内におけるｘ軸方向最後端側に
配置された正極側配線接触部２１ｃに近付いていく。正極側押圧部材３６と正極側配線接
触部２１ｃとの間に物体が存在していなければ、正極側ねじ３４の螺入を進めていくこと
によって正極側押圧部材３６を正極側配線接触部２１ｃに当接させることができる。
【００９７】
　ただし、本実施形態では、正極側挿入空間３２内において、正極側押圧部材３６と正極
側配線接触部２１ｃとの間に、正極側挿入口３５から挿入された正極リード線７１が挿入
される。そのため、正極側ねじ３４の螺入を進めて正極側押圧部材３６を正極側配線接触
部２１ｃへ近づけて行くことで、正極側押圧部材３６と正極側配線接触部２１ｃとの間に
正極リード線７１が挟まれる。さらに螺入を進めていくと、その螺入によって発生する正
極側ねじ３４の締付力、即ち螺入により正極側押圧部材３６を介して正極リード線７１に
作用するｘ軸方向後方側への締付力によって、正極リード線７１が正極側配線接触部２１
ｃに圧接され、両者が接触した状態で固定される。これにより、正極リード線７１と正極
側配線接触部２１ｃとが、電気的に接続され、且つ機械的にも両者が離間しないよう大き
な接触圧力によって接触状態が維持された状態となる。
【００９８】
　負極側配線固定部４０も、正極側配線固定部３０と基本的に同様の構成であり、両者は
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対称構造となっている。即ち、負極側配線固定部４０は、負極側挿入部材４１と、負極側
ねじ４４と、負極側押圧部材４６とを有する。
【００９９】
　負極側挿入部材４１は、一部側面を有しないものの全体として略直方体形状の中空の部
材である。負極側挿入部材４１は、中空の領域である負極側挿入空間４２を有する。この
負極側挿入空間４２には、負極接続端子２２の負極側配線接触部２２ｃが配置され、且つ
負極リード線７２が挿入される。なお、負極側配線接触部２２ｃは、端子保持部材１６の
負極側配置領域１８内に形成された負極固定溝１６ｂに挿入されることによって、端子保
持部材１６に対して位置決め固定される。
【０１００】
　負極側挿入部材４１のｚ軸方向上方側の側面には、負極リード線７２を負極側挿入空間
４２に挿入させるための穴である負極側挿入口４５が形成されている。負極リード線７２
は、この負極側挿入口４５から挿入されて負極側挿入空間４２へ挿入される。
【０１０１】
　負極側挿入口４５は、より詳しくは、図８Ａに示すように、テーパ部４５ｂと、リード
線保持部４５ａとを有する。これらテーパ部４５ｂ及びリード線保持部４５ａは、図８Ｂ
に示す正極側挿入口３５のテーパ部３５ｂ及びリード線保持部３５ａと基本的に同じ構成
であるため、ここでは詳細説明を省略する。
【０１０２】
　負極側挿入部材４１のｘ軸方向後方側の側面には、ねじ挿入口４３が形成されている。
このねじ挿入口４３には、ｘ軸方向後方側から、負極側ねじ４４が挿入される。これによ
り、負極側ねじ４４のねじ軸は、負極側挿入空間４２内に位置するようになる。ねじ挿入
口４３は、負極側ねじ４４のねじ軸の挿入は可能であるものの、負極側ねじ４４のねじ頭
は負極側挿入空間４２内に挿入されないように形成されている。
【０１０３】
　負極側押圧部材４６は、略正方形状の板状の部材であって、負極側挿入空間４２内に配
置される。負極側押圧部材４６の材質は、本実施形態では導電性の金属であるが、これは
あくまでも一例である。
【０１０４】
　前述の正極側押圧部材３６と正極側配線接触部２１ｃとの位置関係と同様、負極側押圧
部材４６は、板面が負極側配線接触部２２ｃの板面に対向するように配置される。負極側
押圧部材４６の板面における略中央部には、負極側押圧部材４６をｘ軸方向に貫通するよ
うにねじ穴が形成されている。負極側押圧部材４６のねじ穴には、ねじ挿入口４３から挿
入された負極側ねじ４４が螺入される。
【０１０５】
　負極側挿入空間４２のｙｚ面の断面形状は、負極側押圧部材４６の板面形状と同じく略
正方形状であり、断面面積は負極側押圧部材４６の板面の面積よりも若干大きい程度であ
る。そのため、負極側押圧部材４６は、負極側挿入空間４２内において、ねじ穴の軸を回
転軸とした回転が規制される。つまり、負極側押圧部材４６は、負極側挿入部材４１の内
壁によって、ｙｚ面を回転面とする回転が規制される。
【０１０６】
　一方、負極側押圧部材４６は、負極側挿入空間４２内において、ｘ軸方向への移動は許
容される。そのため、ねじ挿入口４３から挿入された負極側ねじ４４が負極側押圧部材４
６に螺入された状態で、負極側ねじ４４の螺入を進めていくと、その螺入に追従して、負
極側押圧部材４６がｘ軸方向後方側へ移動していく。つまり、負極側ねじ４４の螺入を進
めていくと、負極側押圧部材４６は、負極側挿入空間４２内におけるｘ軸方向最後端側に
配置された負極側配線接触部２２ｃに近付いていく。負極側押圧部材４６と負極側配線接
触部２２ｃとの間に物体が存在していなければ、負極側ねじ４４の螺入を進めていくこと
によって負極側押圧部材４６を負極側配線接触部２２ｃに当接させることができる。
【０１０７】
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　ただし、本実施形態では、負極側挿入空間４２内において、負極側押圧部材４６と負極
側配線接触部２２ｃとの間に、負極側挿入口４５から挿入された負極リード線７２が挿入
される。そのため、負極側ねじ４４の螺入を進めて負極側押圧部材４６を負極側配線接触
部２２ｃへ近づけて行くことで、負極側押圧部材４６と負極側配線接触部２２ｃとの間に
負極リード線７２が挟まれる。さらに螺入を進めていくと、その螺入によって発生する負
極側ねじ４４の締付力、即ち螺入により負極側押圧部材４６を介して負極リード線７２に
作用するｘ軸方向後方側への締付力によって、負極リード線７２が負極側配線接触部２２
ｃに圧接され、両者が接触した状態で固定される。これにより、負極リード線７２と負極
側配線接触部２２ｃとが、電気的に接続され、且つ機械的にも両者が離間しないよう大き
な接触圧力によって接触状態が維持された状態となる。
【０１０８】
　端子台１５において、正極側配線固定部３０と負極側配線固定部４０との間には、図５
に示すように信号接続端子２３の信号側配線接続部２３ｃが配置される。端子保持部材１
６には、図７に示すように、信号側配線接続部２３ｃの位置決め用の信号固定溝１６ｃが
形成されている。この信号固定溝１６ｃに信号側配線接続部２３ｃが挿入されることで、
信号側配線接続部２３ｃが位置決め固定される。
【０１０９】
　信号側配線接続部２３ｃには、図１０及び図１１に示す信号用リセプタクル７８が挿抜
自在に嵌合される。信号用リセプタクル７８には、信号用リード線７３が接続される。信
号用リード線７３は、バッテリパック３の信号端子２１８と制御ユニット７０とを電気的
に接続するための電気配線であり、第１端が制御ユニット７０に接続され、第２端が信号
用リセプタクル７８に接続されている。信号用リセプタクル７８が信号接続端子２３の信
号側配線接続部２３ｃに嵌合されることによって、信号用リード線７３が信号接続端子２
３に電気的に接続され、これにより制御ユニット７０とバッテリパック３の負極端子２１
７とが信号用リード線７３及び信号接続端子２３を介して電気的に接続される。
【０１１０】
　上記構成により、各リード線７１，７２，７３は、端子台１５において図１０、図１１
に示すように接続される。即ち、正極リード線７１は、正極側挿入口３５から挿入され、
正極側配線固定部３０によって正極側配線接触部２１ｃに圧接された状態で固定される。
負極リード線７２は、負極側挿入口４５から挿入され、負極側配線固定部４０によって負
極側配線接触部２２ｃに圧接された状態で固定される。なお、負極側配線接触部２２ｃに
対する負極リード線７２の接触とは、より厳密には、図１１に示すように、負極リード線
７２における素線、即ち導体部分の接触を意味する。正極側配線接触部２１ｃに対する正
極リード線７１の接触についても同様であり、厳密には、正極リード線７１における素線
の接触を意味する。
【０１１１】
　正極側挿入口３５及び負極側挿入口４５は、端子台１５において、同一側面、具体的に
は端子台上面１５ａに形成されている。また、正極側挿入口３５及び負極側挿入口４５は
、端子台１５において、図１２Ａ及び図１２Ｂに示すように、端子台上面１５ａにおける
、制御ユニット７０が対向しない端部領域に形成されている。
【０１１２】
　つまり、制御ユニット７０は、全体的には、端子台１５の端子台上面１５ａのほとんど
の領域と対向するように配置されているものの、正極側挿入口３５及び負極側挿入口４５
に制御ユニット７０が重なってこれらを塞がないように配置されている。
【０１１３】
　そして、図１０、図１１、図１２Ａ及び図１２Ｂに示すように、正極リード線７１及び
負極リード線７２は、共に、端子台１５からｚ軸方向へ延びるよう、即ちグリップ部軸線
５７と同一方向へ延びるように敷設される。信号用リード線７３も、他の各リード線７１
，７２と同様の方向へ延びるように敷設される。
【０１１４】
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　なお、各リード線７１，７２，７３が端子台１５から延びる方向は、厳密にｚ軸方向に
一致、即ちｚ軸方向と平行でなくてもよく、例えば、ｘ、ｙ、ｚ３軸の各方向の成分のう
ちｚ軸方向の成分が最も大きくなるような方向であればよい。
【０１１５】
　そして、各リード線７１，７２，７３は、いずれも、図１２Ａ及び図１２Ｂに示すよう
に、制御ユニット７０に接続される。
　（１－３）第１実施形態の効果
　以上説明した第１実施形態によれば、以下の（１ａ）～（１ｅ）の効果を奏する。
【０１１６】
　（１ａ）正極リード線７１は、正極側配線固定部３０において、正極側ねじ３４の締付
力によって正極接続端子２１の正極側配線接触部２１ｃに圧接されて固定される。負極リ
ード線７２も同様に、負極側配線固定部４０において、負極側ねじ４４の締付力によって
負極接続端子２２の負極側配線接触部２２ｃに圧接されて固定される。そのため、電動作
業機１の使用時や取り扱い時などにおいて生じる振動によらず、正極接続端子２１と正極
リード線７１との電気的接続状態、及び負極接続端子２２と負極リード線７２との電気的
接続状態をともに安定的に維持させることができる。
【０１１７】
　（１ｂ）特に、本実施形態では、リード線に対してねじを直接当接させてリード線を圧
接するのではなく、押圧部材を介して、押圧部材と配線接触部とでリード線を挟み込むよ
うにしてリード線を圧接させるようにしている。そのため、正極リード線７１及び負極リ
ード線７２のいずれも、端子台１５における接続対象の各接続端子２１，２２との電気的
接続状態をより安定的に維持させることができる。
【０１１８】
　（１ｃ）正極側挿入口３５及び負極側挿入口４５は、端子台１５において、端子台上面
１５ａに形成、即ち端子台１５の各側面のうち同一の側面に形成されている。そして、そ
の同一の側面に形成された各挿入口３５，４５にそれぞれ正極リード線７１及び負極リー
ド線７２が挿入され、各リード線７１，７２は、共に端子台１５から同一方向へ延びるよ
うに敷設される。
【０１１９】
　特に本実施形態では、端子台１５に対してグリップ部軸線５７の方向に離間した位置、
より具体的には端子台上面１５ａと対向する位置に、制御ユニット７０が配置されている
。そして、各リード線７１，７２は、端子台１５から、その制御ユニット７０が配置され
ている方向へ延びるように敷設される。そのため、各リード線７１，７２を安定的且つ効
率的に敷設することができる。
【０１２０】
　（１ｄ）正極側挿入口３５及び負極側挿入口４５は、いずれも、図８Ａ及び図８Ｂに示
したように、テーパ部とリード線保持部とを備えている。そのため、各挿入口３５，４５
に対し、挿入対象のリード線をテーパ部を介して容易に挿入することができる。しかも、
テーパ部を介して挿入されたリード線を、リード線保持部によって適切に保持することが
できる。挿入されたリード線をリード線保持部によって保持できることで、リード線と接
続端子との電気的接続状態の安定性をより高めることができる。
【０１２１】
　（１ｅ）端子台１５の外周４辺には、それぞれ、第１リブ５１、第２リブ５２、第３リ
ブ５３及び第４リブ５４が形成されている。そして、これら各リブが本体ハウジング４の
各係合溝に係合することで、端子台１５が本体ハウジング４に対して位置決め固定される
。そのため、本体ハウジング４に対する端子台１５の固定を、簡素な構成にて良好に行う
ことができる。
【０１２２】
　また、端子台１５の外周４辺全てにリブを形成することで、端子台１５の汎用性も高ま
る。即ち、図９Ａ、図９Ｂに示した第１実施形態の半割ハウジング１２の形状とは異なる
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形状の半割ハウジングに対しても、端子台１５を用いることが可能となる。
【０１２３】
　例えば、図１３Ａに示す半割ハウジング９０は、図９Ａに示した第１実施形態の半割ハ
ウジング１２の形状とは異なるものの、端子台１５における第１リブ５１、第３リブ５３
及び第４リブ５４の３つのリブに合わせて、３つの係合溝が形成されている。具体的に、
図１３Ａに示す半割ハウジング９０には、第４リブ５４を係合させるための第１係合溝９
１、第１リブ５１を係合させるための第２係合溝９２、及び第３リブ５３を係合させるた
めの第３係合溝９３が形成されている。そのため、このように構成された半割ハウジング
９０に対しても、図１３Ｂに示すように、本第１実施形態の端子台１５を位置決め固定し
て用いることができる。
【０１２４】
　また例えば、図１４Ａに示す半割ハウジング１００も、図９Ａに示した第１実施形態の
半割ハウジング１２の形状とは異なるものの、端子台１５における第１リブ５１、第２リ
ブ５２及び第３リブ５３の３つのリブに合わせて、３つの係合溝が形成されている。具体
的に、図１４Ａに示す半割ハウジング１００には、第２リブ５２を係合させるための第１
係合溝１０１、第３リブ５３を係合させるための第２係合溝１０２、及び第１リブ５１を
係合させるための第３係合溝１０３が形成されている。そのため、このように構成された
半割ハウジング１００に対しても、図１４Ｂに示すように、本第１実施形態の端子台１５
を位置決め固定して用いることができる。
【０１２５】
　（１－４）特許請求の範囲の文言との対応関係
　ここで、第１実施形態の文言と特許請求の範囲の文言との対応関係について説明する。
制御ユニット７０及びモータＭを含む、機器本体２内の電気負荷は、負荷部に相当する。
　
【０１２６】
　グリップ部６は把持部に相当する。正極リード線７１は正極側配線に相当し、負極リー
ド線７２は負極側配線に相当し、信号用リード線７３は信号側配線に相当する。なお、正
極リード線７１、負極リード線７２及び信号用リード線７３は、複数の電気配線の一例で
ある。
【０１２７】
　［２．第２実施形態］
　第２実施形態の端子台１１０について、図１５を用いて説明する。図１５に示す第２実
施形態の端子台１１０が第１実施形態の端子台１５と異なる点は、正極側配線固定部３０
に対して正極リード線７１を異なる複数の方向のいずれかから選択的に挿入させることが
できることである。負極側配線固定部４０についても同様であり、本第２実施形態では、
負極リード線７２を異なる複数の方向のいずれかから選択的に挿入させることができる。
【０１２８】
　具体的に、正極リード線７１を挿入させるための挿入口としては、図１５に示すように
、正極側挿入口３５に加えて、正極側側面挿入口１１６が形成されている。正極側側面挿
入口１１６は、正極側挿入口３５が形成されている側面である端子台上面１１０ａとは異
なる側面に形成されている。正極側側面挿入口１１６は、詳しくは、端子保持部材１１１
をｙ軸方向に貫通するように形成されている。本第２実施形態では、端子保持部材１１１
における、正極側側面挿入口１１６を含む、正極側配線固定部３０に隣接する一部領域を
、正極側配線固定部３０を構成する構成要素の一部として扱う。
【０１２９】
　また、負極リード線７２を挿入させるための挿入口としても、図１５に示すように、負
極側挿入口４５に加えて、負極側側面挿入口１１７が形成されている。負極側側面挿入口
１１７は、負極側挿入口４５が形成されている端子台上面１１０ａとは異なる側面であっ
て、且つ、正極側側面挿入口１１６が形成されている側面とは１８０度反対側の側面に形
成されている。また、負極側側面挿入口１１７は、正極側側面挿入口１１６と同様、端子
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保持部材１１１をｙ軸方向に貫通するように形成されている。本第２実施形態では、端子
保持部材１１１における、負極側側面挿入口１１７を含む、負極側配線固定部４０に隣接
する一部領域を、負極側配線固定部４０を構成する構成要素の一部として扱う。
【０１３０】
　正極リード線７１は、正極側挿入口３５及び正極側側面挿入口１１６のうちどちらかに
挿入することが可能であるが、本実施形態では、一例として、正極側側面挿入口１１６に
挿入されている。負極リード線７２についても、負極側挿入口４５及び負極側側面挿入口
１１７のうちどちらかに挿入することが可能であるが、本実施形態では、一例として、負
極側側面挿入口１１７に挿入されている。
【０１３１】
　このように、本実施形態では、正極リード線７１及び負極リード線７２が、それぞれ、
端子台１１０における異なる側面に形成された挿入口から異なる方向へ延びるように敷設
されている。より具体的に、本実施形態では、正極リード線７１及び負極リード線７２が
、それぞれ、端子台１１０から１８０度反対の方向へ延びるように敷設されている。
【０１３２】
　また、端子台１１０に対し、制御ユニット７０は、図１６に示すように、端子台１１０
の端子台上面１１０ａを完全に覆うように配置されている。このような配置関係からも、
本実施形態では、各リード線７１，７２を、端子台上面１１０ａ側から挿入するのではな
く、制御ユニット７０と対向しない側面から挿入するようにしている。
【０１３３】
　なお、正極側側面挿入口１１６は、正極側挿入口３５と同様、テーパ部及びリード線保
持部を備えた構成であってもよい。負極側側面挿入口１１７についても同様である。
　このように、本実施形態の端子台１１０は、正極リード線７１を挿入するための挿入口
及び負極リード線７２を挿入するための挿入口がいずれも複数形成されており、それら複
数の挿入口のうちいずれかにリード線を挿入することができる。そのため、汎用性の高い
端子台１１０を提供することができる。
【０１３４】
　［３．他の実施形態］
　以上、本開示の実施形態について説明したが、本開示は上述の実施形態に限定されるこ
となく、種々変形して実施することができる。
【０１３５】
　（３－１）端子台において、各リード線を挿入する方向や挿入口の数、挿入口の形成位
置などは、適宜決めてもよい。
　例えば図１７に示す端子台１２５のように、各リード線７１，７２を、ｘ軸方向後方か
ら挿入可能な構成であってもよい。図１７に示す端子台１２５は、各リード線７１，７２
を挿入する挿入口がｘ軸方向後方の側面に形成されている。そのため、正極側ねじ及び負
極側ねじの挿入部位が、第１実施形態の端子台１５とは異なっている。
【０１３６】
　即ち、第１実施形態の端子台１５は、図５や図７などに示したように、正極側ねじ３４
及び負極側ねじが端子台１５におけるｘ軸方向後方の側面から挿入される構成であった。
これに対し、図１７に示す端子台１２５は、各ねじがそれぞれｙ軸方向に垂直な側面から
挿入される。
【０１３７】
　具体的に、図１７に示す端子台１２５において、負極側配線固定部１３０が有する負極
側挿入部材１３１は、ｙ軸方向の側面にねじ挿入口１３３が形成されていてそのねじ挿入
口１３３に対して負極側ねじ１３４が挿入される。負極側挿入空間１３２においては、負
極接続端子２２の負極側配線接触部２２ｃ及び負極側押圧部材４６がいずれも、板面がｘ
ｚ面と平行になるように配置されている。そして、負極側ねじ１３４が負極側押圧部材４
６に螺入されることで、負極側押圧部材４６はｙ軸方向に移動し、負極側配線接触部２２
ｃに近接していく。
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【０１３８】
　負極リード線７２は、ｘ軸方向後方の側面に形成された負極側挿入口１３５から挿入さ
れる。負極リード線７２は、負極側挿入空間１３２内において、負極側配線接触部２２ｃ
と負極側押圧部材４６との間に挿入される。そのため、負極側ねじ１３４を螺入すること
で、第１実施形態の端子台１５と同様に、負極リード線７２を負極側配線接触部２２ｃと
負極側押圧部材４６との間に挟み込んで固定することができる。
【０１３９】
　なお、図１７の端子台１２５において、正極リード線７１を挿入、固定するための正極
側配線固定部についても、負極側配線固定部１３０と基本的に同等の構成である。
　つまり、図１７においては、端子台１２５から、正極リード線７１及び負極リード線７
２が、ともに、ｘ軸方向後方の側面からｘ軸方向後方へ延びるように敷設される。ただし
、制御ユニット７０は、端子台１２５に対して端子台上面と対向する位置に配置されてい
る。そのため、正極リード線７１及び負極リード線７２は、端子台１２５からｘ軸方向後
方へ延びるものの、その延びる方向とは反対側に屈曲されて制御ユニット７０へ接続され
る。なお、制御ユニット７０が対向する端子台上面は、特定の側面に相当するものである
。
【０１４０】
　また、モータと端子台との位置関係、或いは電動作業機の筐体内部空間におけるこれら
両者の位置関係などに応じて、端子台に接続される正極リード線及び負極リード線を、端
子台からモータの回転軸の軸線方向へ延びるように敷設してもよい。
【０１４１】
　（３－２）正極側配線固定部における、正極リード線７１を正極側配線接触部２１ｃに
圧接させるための具体的構成は、種々の態様が考えられる。例えば、正極側挿入部材に形
成されるねじ挿入口を、ねじ溝が形成された形状とすることによって、正極側ねじ３４を
ねじ挿入口に螺入させる構成としてもよい。そして、正極側ねじ３４の先端を正極リード
線７１に直接当接させて正極リード線７１をねじの螺入方向へ押圧していき、その押圧方
向に配置された正極側配線接触部２１ｃに正極リード線７１を押圧する、という構成であ
ってもよい。つまり、正極側押圧部材３６は用いず、正極側ねじ３４の螺入による締付力
を正極側ねじ３４から正極リード線７１に直接作用させてもよい。
【０１４２】
　また、正極側押圧部材を用いる場合は、第１実施形態のように正極側ねじ３４が螺入さ
れる構成の正極側押圧部材ではなく、例えば、正極側ねじ３４の先端が当接して正極側ね
じ３４によってその螺入方向に移動されていくような構成の正極側押圧部材を用いてもよ
い。その場合、正極側配線接触部２１ｃは、正極側押圧部材に対して正極側ねじ３４の螺
入方向に位置させ、正極側ねじ３４を螺入していくことによって正極側押圧部材が正極側
配線接触部２１ｃに近付いていくように構成すればよい。そして、正極側配線接触部２１
ｃと正極側押圧部材との間に正極リード線７１が挿入されるように構成することで、正極
リード線７１を正極側配線接触部２１ｃに圧接させることができる。
【０１４３】
　（３－３）正極側配線固定部と負極側配線固定部を対称構造とすることは必須ではない
。例えば、正極側配線固定部として、図５に示した第１実施形態の正極側配線固定部３０
を採用し、負極側配線固定部として、図１７に示した負極側配線固定部１３０を採用して
もよい。
【０１４４】
　（３－４）リード線挿入口を、テーパ部及び配線保持部を備えた構成とすることは、必
須ではない。リード線挿入口は、少なくともリード線を挿入可能な穴を有するものであれ
ばよい。また、複数のリード線挿入口のうち特定の１つ又は複数のみを、テーパ部及び配
線保持部を備えた構成としてもよい。
【０１４５】
　（３－５）上記実施形態では、負荷部として、モータＭや制御ユニット７０を示したが



(23) JP 6789758 B2 2020.11.25

10

20

30

、これらは負荷部の一例である。バッテリパック３から供給される電力によって動作する
他の負荷部があってもよい。
【０１４６】
　（３－６）上記実施形態では、電動作業機として、ドライバドリルを示したが、これは
あくまでも一例である。ドライバドリルに限らず、例えばインパクトドライバ、ハンマド
リル、グラインダ、レシプロソー、刈払機、クリーナ、その他の、バッテリパックが着脱
可能な各種の電動作業機に対して、本開示を適用可能である。
【０１４７】
　（３－７）上記実施形態における１つの構成要素が有する複数の機能を、複数の構成要
素によって実現したり、１つの構成要素が有する１つの機能を、複数の構成要素によって
実現したりしてもよい。また、複数の構成要素が有する複数の機能を、１つの構成要素に
よって実現したり、複数の構成要素によって実現される１つの機能を、１つの構成要素に
よって実現したりしてもよい。また、上記実施形態の構成の一部を省略してもよい。また
、上記実施形態の構成の少なくとも一部を、他の上記実施形態の構成に対して付加又は置
換してもよい。なお、特許請求の範囲に記載した文言から特定される技術思想に含まれる
あらゆる態様が本開示の実施形態である。
【符号の説明】
【０１４８】
　１…電動作業機、２…機器本体、３…バッテリパック、４…本体ハウジング、６…グリ
ップ部、７…バッテリ装着部、１１，１２…半割ハウジング、１５，１１０，１２５…端
子台、１５ａ，１１０ａ…端子台上面、１６…端子保持部材、２１…正極接続端子、２１
ａ…正極側接続板部、２１ｂ…正極側連接部、２１ｃ…正極側配線接触部、２２…負極接
続端子、２２ａ…負極側接続板部、２２ｂ…負極側連接部、２２ｃ…負極側配線接触部、
２３…信号接続端子、２３ａ…信号側接続板部、２３ｂ…信号側連接部、２３ｃ…信号側
配線接続部、３０…正極側配線固定部、３１…正極側挿入部材、３２…正極側挿入空間、
３３，４３…ねじ挿入口、３４…正極側ねじ、３５…正極側挿入口、３５ａ，４５ａ…リ
ード線保持部、３５ｂ，４５ｂ…テーパ部、３６…正極側押圧部材、４０…負極側配線固
定部、４１…負極側挿入部材、４２…負極側挿入空間、４４…負極側ねじ、４５…負極側
挿入口、４６…負極側押圧部材、５１…第１リブ、５２…第２リブ、５３…第３リブ、５
４…第４リブ、５６…モータ軸線、５７…グリップ部軸線、７０…制御ユニット、７１…
正極リード線、７２…負極リード線、７３…信号用リード線、７８…信号用リセプタクル
、１１６…正極側側面挿入口、１１７…負極側側面挿入口、Ｍ…モータ。
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